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要 旨 

 

就職活動は大学生から社会人への移行において大きな課題となり，学生にとっては大きなスト

レスフルなライフイベントの１つとなる。大学 3 年生の時期において，就職が決まるか不安である

と回答した者の割合は 80.5％に達しているとされ(的場，2013)，この不安は「就職活動不安」と

呼ばれる。藤井（1999）は，就職不安とは，単に就職が決まったら消滅するような単純なものでは

ないと述べており，就職不安を「職業決定および就職活動段階において生じる心配や戸惑い，な

らびに就職決定後における将来に対する否定的な見通しや絶望感」と定義した。先行研究では，

就職活動不安は，ストレスだけでなく抑うつ症状と強く関連していることが明らかにされており(薫

他，2019)，大学生の就職活動不安は，就職活動そのものを停滞させ，内定の獲得や臨床

的な精神状態にも強く影響することが示唆されている。松田他(2010)は，就職活動の支

援についてまず重要であるのは，就職活動不安の低減であることを示している。そこで，

本研究は「愛着スタイル」及び「移行対象」に着目し，愛着スタイルと移行対象が就職活

動不安及び精神的健康に及ぼす影響について検証を行った。研究 1 では，大学生の愛着ス

タイル及び移行対象が就職活動不安及び精神的健康に及ぼす影響について検討を行い，研

究 2 では移行対象の代表とされるぬいぐるみに意図して触れることによる就職活動の不安

の低減効果について検証した。対象者は，桜美林大学に通う 3-4 年生及び桜美林大学院 2

年生であり，就職活動を実施しない学生は対象から除外した。 

研究１の調査協力者は 103 名（男性 34 名，女性 67 名，その他 2 名，平均年齢 21.31

歳，SD = 1.60）であった。質問紙は(1)対象者の属性(2)移行対象に関する項目

(3)Relationship Questionnaire 日本語版 (4)就職活動不安尺度 (5)日本語版 Short-form 

UCLA（the University of California, Los Angeles）孤独感尺度(第 3 版) (6)日本語版

GHQ12 項目短縮版から構成された。Google Forms による質問紙調査は，就職活動が開

始時期とされる 2024 年 6 月から 2024 年 10 月に実施した。 

研究２の実験協力者は６名であり，質問紙は(1)対象者の属性 (2)移行対象について（3）

ぬいぐるみに関する項目 (4) Relationship Questionnaire 日本語版 (5)就職活動不安尺度

(6)日本語版 Short-form UCLA（the University of California, Los Angeles）孤独感尺

度(第 3 版) (7) 日本語版 GHQ12 項目短縮版(8)主観的幸福度尺度で構成された。実験は，

2024 年 6 月から 2024 年 10 月の期間で，5 日間連続課題を実施できる日(課題実施期間中

に面接や結果通知日などが被らない時期)に各自開始することとした。参加者は，１日目

の課題直前に Google フォームにて質問紙調査に回答した後，寝る前に自身の部屋で 3 分

間の課題を 5 日間連続で実施してもらった。また，最終日である 5 日目の課題実施直後に

再度 Google フォームにて質問紙調査に回答してもらい，実験終了とした。本研究では，

実験実施の際，室温や姿勢は指定しなかった。また，部屋の照明は付けた状態(普段過ご

している明るさ)で実施してもらった。実験参加者には，ぬいぐるみに触れながら話しか

けるという課題を実施してもらった。参加者には「寝る前に，座ってご自身のぬいぐるみ

を抱きしめながら話しかけてください。話す内容は自由ですが，なるべくポジティブな言

葉をかけるようにしてください」と教示した。 

本研究では，研究 1 で大学生の愛着スタイルと移行対象が就職活動不安及び精神的健康

に及ぼす影響について検討を行い，研究 2 では，ぬいぐるみを用いて就職活動不安の低減
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効果の有効性の検討を行った。研究 1 の結果，自己観がネガティブな愛着スタイル(恐れ

型，とらわれ型)の方が，就職活動不安が高いことが明らかとなり，就職活動時期におい

て，精神的健康を維持しながら就職活動に臨むためには，ポジティブな自己観が重要であ

ることが示唆された。また，4 類型の中でも，特に恐れ型の学生は，就職活動不安や孤独

感を他の愛着スタイルの学生よりも強く感じる傾向があることが明らかとなった。よって，

恐れ型の学生は，就職活動の際に精神的健康が損なわれやすく，内定獲得にも影響を及ぼ

す可能性が高くなると考えられ，特に注意が必要であることが示唆された。 

研究 2 では，就職活動不安と精神的健康において，ポジティブな変化が見られた学生が

多かった。また，自由記述では不安が軽減した，心が安定したなどの感想が多く，個人差

はあるものの，移行対象は新しいライフステージに移行するときにネガティブな感情を乗

り越える際にも役立ち，就職活動時期の学生の就職活動不安の低減効果及び精神的健康の

維持・促進効果が期待できるのではないかと推測された。しかし，調査時期や就職活動状

況も結果に影響を及ぼしている可能性が考えられるため，今後はその点も考慮する必要が

ある。また，今回得られた結果が，ぬいぐるみに触れたことによる効果なのか，ポジティ

ブな内容を話しかけたことによる効果なのかまでは明らかになっていないため，今後更に

研究を進めていく必要があると考える。 
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